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一丁寧体と普通体の混用についての分析を中心に一

黒木晶子

I はじめに

本稿では、日本語母語話者が書いた小論文を調査対象として、そこで見られ

る丁寧体 (iです・ます」体)と普通体 (iである」体)の混用について考察を行う。

通常、小論文作成においては、使用する文体(1)を統一するように指導が行わ

れる(2)。しかし、実際に書カ亙れたものを見てみるとわかるように、この点を徹

底させることは容易で、はない。たとえば、 (1)は、日本語母語話者の大学生が、

あるテーマについて 20分間で400字程度の文章を書く;という条件のもとに作

成した小論文の一部で、あるが、丁寧体と普通体の混用が見られる。

(1)①私は、自分の家で仕事ができる働き方を選ばない。

②理由は二つあります。③一つは、もし私が家で仕事が出来る仕事をし

ている時、分からないことや、すぐに上司と話したい時など、様々な事が

起こるだろう。④そんな時に、会社にいたら、それらのこどはすぐに出丞

るはずだ。… (2003.11.6、No.26)

※用例中の 部分は丁寧体、一一部分は普通体であることを示す。用例末の

( )内の数字は、小論文実施の年月日と、各小論文解答に付した番号を示すロ

以下の用例についても同様であるロ

このような文体の混用を避けるためには、実際の小論文の授業において、文

体に関して、単に丁寧体と普通体の混用をしないように指導するだけでなく、

より具体的に、どのような点に注意を向ける必要があるのかを学習者に提示す
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ることが求められる。そのためにはまず、学習者の書いた小論文に見られる、

丁寧体と普通体の混用の特徴を明らかにする必要がある。

以上の点を踏まえ、本稿では、日本語母語話者を対象とした小論文作成の指

導という観点から、彼らが書いた小論文に見られる丁寧体と普通体の混用にど

のような特徴があるのかを考察する。

2. 先行研究のまとめ、および本稿の目的

日本語の文章・談話における丁寧体と普通体の混用を扱った研究は既にいく

つかなされている その中で野田 (1998)は、丁寧体と普通体の混用の問題に

ついて、文章・談話の構造という観点から説明を行っている(3)。

また、野田他 (2001)では、談話の中での普通体語形の運用について、日本

語学習者の談話データをもとに考察を行っている。

しかしながら、日本語母語話者が書いた、ある程度のまとまった分量の文章

を調査対象とし、なおかっその文章が小論文という、丁寧体と普通体の混用が

望ましくない文章であるという条件のもとでの考察は、現在のところ、ほとん

どなされていないようである O

したがって、本稿では、日本語母語話者が書いた小論文を調査対象として、

そこで見られる丁寧体と普通体の混用の特徴を明らかにし、小論文作成の指導

のための手がかりとしたい。

3 .調査対象および調査範囲

3.1. 調査対象

本稿では、平成 15年 6月から 12月にかけて、本学の「文章表現法演習」

の授業において受講者 23名に書かせた小論文を調査対象とした。「文章表現

法演習」の授業では毎回、受講者に、 20分という制限時間内で教員が提示し

たテーマについて自分の意見を 390'"" 440字の小論文にまとめさせるという

ことを行った。その結果得られた小論文の解答(総数320)に見られる丁寧体

と普通体の混用の特徴を調査した。

なお、ここで言う小論文とは、あるテーマについての書き手の主張とその根
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拠を提示した文章のことであり、文章の長さが通常の論文よりも短いという点

を除けば、論文と性質を同じくするものである (4)。したがって、そこで求めら

れる表現上の制約も 論文の場合と同様に見なしてさしっかえないと考えられ

る。本稿で問題にする文体に関しても、小論文の場合、論文と同様、丁寧体と

普通体の混用はしないよう指導されるのが普通である (5)。しかしながら、論文

の場合は、文章全体を通して普通体で書くことが望ましいとされるのが一般的

であるが(6)、小論文の場合は、その点が若干論文とは異なっており、必ずしも

普通体で書くというわけではなく、課題によって使用する文体を選択すること

を勧める場合も見られる (7)。

したがって、今回調査対象とした小論文を受講者に書かせる際には、丁寧体

と普通体の混用はしないように指導したが、どちらの文体で統一して書くかに

ついては書き手の判断に任せた。

3.2. 調査範囲

今回は、小論文を構成する各文の主節および従属節の述語における丁寧体と

普通体の混用のあらわれ方を調査した。

なお、今回調査対象とした従属節は、述語に丁寧体と普通体の両方が来るこ

とができ、さらに従属節の述語と主節の述語の文体の不統ーが読み手に違和感

を与える可能性があると見なされるものである。たとえば、 (2)に関しては、

普通体で書カ亙れている従属節の述語「嫌だ」と丁寧体で書かれている主節の述

語「選びます」のあいだに不統一感を持つ読み手もいるのではないだろうか。

(2) どちらも嫌だが、どちらか一つを選ばなければならないのなら私は、「テ

レビ」のない生活を選びます。 (2003.7.3、No.5)

これが、 (3a)および (3b)のように、従属節の述語と主節の述語が丁寧体

と普通体のどちらかに統一されていれば、違和感を感じる読み手はほとんどい

ないであろう。

-(3) -76-



(3) a. どちらも嬢支支史、どちらか一つを選ばなければならないのなら私

は、「テレビ」のない生活を選史主支。

b. どちらも嫌だが、どちらか一つを選ばなければならないのなら私は、

「テレビ」のない生活を選£。

一方、そもそも述語に通常普通体しか要求しない従属節は本稿では調査対

象としない。 (4)がその例であるが、この場合、 (4)'のように、通常一一部分

に「読んで、います」という丁寧体を使うことはない。

(4) これはその子がいつも読んでいる本です。

(4)' *これはその子がいつも読&支ど裏支本です。

4.結果

4.1. 調査対象とした小論文の解答全体における、丁寧体と普通体の混用が見

られる解答が占める割合

今回調査対象とした小論文の解答のうち、丁寧体と普通体の混用が見られた

解答は 27であった。これは、全解答数320に占める割合から言うと 1割弱に

過ぎない。しかしながら、これは授業の受講者 15人分の解答に相当する。全

受講者数が23であるので 半数以上の受講者が l回は、丁寧体と普通体の混

用の解答を書いていることになるo したがって、丁寧体と普通体の混用は、個

人差はあるものの、一部の受講者だけに関わる問題ではないと言えるo

4.2. 丁寧体と普通体の混用のパターンー今回調査対象とした小論文における

丁寧体と普通体のあらわれ方ー

今回調査対象とした小論文の解答のうち、丁寧体と普通体の混用が見られた

もの(全部で27)は、大きく、「丁寧体基調の文章(文章を構成する文の半数

以上が丁寧体である文章)J、「普通体基調の文章(文章を構成する文の半数以

上が普通体である文章)J、「どちらとも言えない文章(丁寧体と普通体の文が

-(4) -75一



ほぼ同数あらわれる文章)Jの三つのタイプに分けられた。

以下、これら三つのタイプについて例を挙げる O

4.2.1. 丁寧体基調の文章(文章を構成する文の半数以上が丁寧体である文章)

今回調査対象とした小論文の解答において、丁寧体基調の文章、すなわち、

文章を構成する文の半数以上が丁寧体であるものは9例あった。これらは、普

通体のあらわれ方によって、さらに以下のような三つのタイプに分けられた。

A.直後の文にとって従属的な内容を表す文で普通体が見られるもの

…3例
B.従属節で普通体が見られるもの… 5例

C.段落の最初の文で普通体が見られるもの… l例

Aのタイプの該当用例 3例は、 (5)、(6)のように、普通体で書カ亙れている

文が直後の文にとって従属的な内容を表すものであった。

(5)【第3段落】

①人生の最後をどのようにすごすか。②主主は人それぞれです。③個人

の意見をきちんと理解して接してあげる事こそが、私達にできる事だと思

いました。… (2003.12.11、No.2)

(6)【第2段落】

①伝統的な小さな町には、国際的な大都市のように新しく、進歩した人

工的な都市はないかもしれない。②しかし、伝統的なものというのは、今

すぐに作れる物ではないし、小さな町には、より身近に感じられる人間関

係が築けるのではないかと思日妄芝。 (2003.12.4、No.3)

(5)の場合、文①と、それに続く文②は、それぞれ別々の文として存在して

いる。しかし、内容的には、文②の「それ」という指示語の内容が、文①で表
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されている。つまり、文①が内容的に文②に従属していると考えられる。この

ことは、文②の「それJ という指示語の代わりに文①をあてはめて、文②を次

のように書き換えることが可能であることからも明らかである。

(7)人生の最後をどのようにすごすかは人それぞれです。

(6)についても、 (5)と同様に説明できる。文①と文②は別々の文として存

在しているが、内容的に、文①は、文②の述語「思います」の引用節の一部を

構成していると捉えることができる。それは、文①と文②を接続助詞「けれど」

で結びつけて、次のように一文で表すことができることからもわかる。

(8)伝統的な小さな町には、国際的な大都市のように新しく、進歩した人

工的な都市はないかもしれない|けれど|、伝統的なものというのは、今す

ぐに作れる物ではないし、小さな町には、より身近に感じられる人間関

係が築けるのではないかと思忠実支。

Bの該当用例 5例は、いずれも接続助詞「が」を含む従属節において普通

体が使われているものであった。

(9)【第2段落】

理由は、チャーリーズエンジェルを見て私自身がかわいいと思いそれか

らアクションものも好きになったからという単純なことなのだが、しかし、

私はその単純な気持ち一つ一つで映画の人気が有る無いという一般的な評

価につながり売れる売れないとわカ亙れるのではないかと考えたからです0

. (2003.11.27、No.4)

(9)では、従属節の述語「単純なことなのだ」は普通体で書カ亙れているが、

主節の述語「考えたからで、す」が丁寧体で書カ亙れており、両者の文体は不統ー

である。
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同様に (10)についても、普通体で書かれている従属節の述語「嫌だJ e.， 

丁寧体で書かれている主節の述語「選びます」に不統一感を持たざるをえない。

(10) (=(2)) 

【第 I段落】

どちらも嫌だがどちらか一つを選ばなければならないのなら私は、「テ

レビ」のない生活を選びます。 (2003.7.3、No.5)

Cの該当用例 1例は、 (11)のように、段落の最初の文において普通体が使

われているものであった。

(11)【第l段落】

①私は「建前と本音がちがうのは当たり前で、それを上手に使い分ける

ことが大切だ」という意見に賛成です。

【第2段落】

②人間社会では、上下関係があり上司には本音を直接言うことは困難

であり、人間関係を崩さないためにも「建前」が必要だと思うのです。③

そのためにも、建前が本音とちがうのはしかたのないことだと私は思いま

す。

【第3段落】

④しかし、建前と本音がちがっていてはただのうそつきとなるのではな

いかと思う人もいるだろう。 (2003.10.23、No.9)

(11 )では、第l段落と第2段落は丁寧体で書カ亙れているが、第3段落の最初

の文(文④)では普通体が使われているb

4.2.2. 普通体基調の文章(文章を構成する文の半数以上が普通体である文章)

今回調査対象とした小論文の解答において、普通体基調の文章、すなわち、

文章を構成する文の半数以上が普通体であるものは 15例あった。これらは、
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丁寧体のあらわれ方によって、さらに以下のような二つのタイプに分けられた。

D.文章の最初もしくは最後の一文が丁寧体であるもの…11例

E.文章の中ほどで丁寧体が見られるもの…4例

Dに該当する 11例のうち 8例は、(12)のように、小論文の最初の文が丁寧

体であり(文①)、残りの 3例は、(13)のように、小論文の最後の文が丁寧体

であった(文③)。

(12)【第 1段落】

①私は異文化を理解する方法として、ファッションが良いと煮主主主。

【第2段落】

②その理由としては、ファッションはその土地によって異なっているか

主主。③この事にはその土地に根付く、宗教や気候、またはそこに住む人々

の思想、が含まれていると昼ユ。④様々な影響を受けているファッションと

いうのは、まさにその土地に住む人々をよく表わしているものだと塁三0

. (2003.6.26、No.16)

(13)【第3段落】(最後の段落)

①監督というものは、人にどれだけ影響を与えられるものか考えている

と昼立。②だから私も人に影響を与えてみたいし、自分の家族内のことな

らおもしろおかしく、身近に感じてもらえるのではないかと墨立。③だか

ら私はこのテーマを選びます。 (2003.11.27、No.21)

Eに該当する 4例はいずれも (14)のように、第2段落の最初の一文、もし

くは最初の一文を含む複数の文において丁寧体が使われ、それ以降の文ではま

た普通体が使われているというものであった。

(14) (=(1)) 
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【第 l段落】

①私は、自分の家で仕事ができる働き方を選ばない。

【第2段落】

②理由は二つ長互主支。③一つは、もし私が家で仕事が出来る仕事をし

ている時、分からないことや、すぐに上背と話したい時など、様々な事が

起こるだろう。④そんな時に、会社にいたら、それらのことはすぐに出丞

るはずだ。… (2003.11.6、No.26)

4.2.3. どちらとも言えない文章(丁寧体と普通体の文がほぼ同数あらわれる文章)

今回調査対象とした小論文の解答において、このタイプ、すなわち、丁寧体

と普通体の文がほぼ同数あらわれる文章は 3例あった。これらは、丁寧体と

普通体のあらわれ方によって、さらに以下の二つのタイプに分けられた。

F.文章のはじめとおわりの段落で丁寧体があらわれ、中ほどの段落で普

通体があらわれるもの…2例

G.文章のはじめの段落で丁寧体があらわれ、中ほどの段落からおわりま

で普通体があらわれるもの… l例

紙幅の都合で用例は省略するが、いずれの該当用例も、一つの段落内で、あら

われる文体の種類は統一されていた。

5.考察

今回の調査結果を見るかぎり、小論文の文章において丁寧体と普通体の混用

が生じている場合、丁寧体と普通体の文が交互に、はじめからおわりまで出現

するという例は少数であり、大半は、丁寧体基調の文章であれば普通体が、普

通体基調の文章であれば丁寧体が、それぞれあらわれる箇所に、何らかの傾向

があるということが言える。以下、 4の調査結果から明らかなこととして次の

四点を指摘したい。

まず第一点として、丁寧体基調の文章、普通体基調の文章、どちらとも言
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えない文章(丁寧体と普通体の文がほぼ同数あらわれる文章)に共通すること

として、文章の中ほどにおいてそれまで使用されていた文体とは異なる文体が

あらわれる箇所が、段落の最初であるということが挙げられるはで提示した

タイプC、E、F、Gが該当する)。なぜこのようなことが生じるのかという

ことに関しては、現段階では推測の域を出ないが、今回の小論文の書き手は、

20分という制限時間の中で文章の内容・構成を考えながら同時に文章を書き

進めていくため、ある段落の内容を書き終えて次の段落の内容に移るまでに時

間的な間隔が出来てしまい、それまで使用していた文体がそこで途切れてしま

うということがあるのではないか。

第二点として、丁寧体基調の文章の場合、そこで見られる普通体の文は、読

み手目当ての文ではなく、後続の文にとってちょうど従属的な内容を持つ場合

がある (4で提示したAのタイプ)という点が指摘できる。これは、野田氏が

言う「従属文」に該当するものであり、普通体となるものである。このような

文を、文章全体の文体に合わせて丁寧体に直すと逆に不自然な文となる場合が

ある。たとえば、(15)の文①を、他の文の文体に合わせて丁寧体になおすと

(( 16)の文①)、文②へのつながりに違和感が出るのではないか。

(15) (= (5)) 

【第3段落】

①人生の最後をどのようにすごすか。②それは人受忍変弘之支。③個人

の意見をきちんと理解して接してあげる事こそが、私達にできる事だと思

いました。… (2003.12.11、No.2)

(16)①人生の最後をどのように支三L麦支企。②それは人乏主主弘之支。
③個人の意見をきちんと理解して接してあげる事こそが、私達にできる

事だと思いました。

したがって、このような読み手目当てではない文における普通体の扱いには

注意する必要がある。
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第三点として、これも丁寧体基調の文章の場合であるが、従属節の述語に普

通体があらわれ、それが主節の述語の丁寧体語形と不釣り合いな形となってい

る場合がある (4で提示したBのタイプ)ことである (8)。今回調査対象とした

小論文の解答で、は接続助詞「が」の例が見られたが(9)、この場合、直前に丁寧

体、普通体の両方を要求することが可能なため(10)、このような不統一が生じ

たものと考えられる。

第四点として、普通体基調の文章の場合、文章の最初もしくは最後の一文が

丁寧体であるものはで提示したDのタイプ)が、全体の約7割(15例中 11例)

を占めていたことである。これは、野田氏も指摘しているように、文章・談話

において丁寧体があらわれるのは、聞き手・読み手目当ての文の場合であると

いうことが関係していると考えられる。つまり、小論文のはじめとおわりとい

うのは、書き手の意見が提示される箇所であるので、意見が向けられる読み手

を意識した文になりやすく、その結果丁寧体があらわれやすいと考えられるの

である O

6.丁寧体と普通体の混用への対応一小論文作成の指導において一

実際の小論文の指導において、 5で述べたような丁寧体と普通体の混用の傾

向に対処するためには、いくつかの方法が考えられる。

第一点および第四点に関しては、最後まで書いた文章を読み直すことにより、

文体の統ーをするということを徹底させることが挙げられる O この点に関して

は、小論文を作成する際の時間配分に注意を向けさせる必要がある。すなわち、

構成を考え、文章を書き、その後書いた文章を読み直しととのえるという一連

の作業を、制限時間内に行うことができるようになるための練習が欠かせない。

第二点および第三点に関しては、丁寧体基調の文章の問題であるため、最初

から小論文を普通体で書くように指導するということが考えられる。今回は、

文体の混用をしないように指導するにとどめたが、使用する文体を最初から普

通体に限定しておけば、多少なりともこのようなケースは減少するのではない

かと考えられる。
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7.おわりに-今後の課題-

本稿では、小論文を構成する各文の主節および従属節の述語における丁寧体

と普通体の混用のあらわれ方を調査した。しかし、丁寧体と普通体の混用は述

語においてのみ問題になることではない。たとえば、今回調査対象とした小論

文の解答に見られた (17)では、接続表現「だ、が」が、丁寧体である主節の述語「思

います」に対して不釣り合いな感じを与えていると言わざるをえない。

(17)主主、どこにでも作ることのできる国際的な大都市よりも、昔からの

伝統を守り続けている小さな町の方が、深みがあって良いと息日妄支。

(2003.12.4、No.3)

今後は、このような文の述語以外における丁寧体と普通体の混用についても

考察していきたいと考える。

注

(1)沖森・半沢(1998)では「文体には、大きく 2種類あり、文章の種類に即した

類型的な様式と、書き手個人に即した個性的な様式とがあるJ (pp.79・80) とし

ているが、本稿で言う文体とは、沖森・半沢(1998)の言う 2種類の文体のう

ちの、「文章の種類に即した類型的な様式」のことである。本稿では、後述する

ように、特に「だ・であるJrです・ますJ といった、述語にあらわれる表現形

式に焦点を当てて考察する。

(2)就職試験で課される小論文の書き方を解説した小松 (2005)では、文体の不統

一は避けなければならないとしている (p.93)。また、沖森・半沢(1998)では、

小論文に限定してはいないが、文章全般において、 rliだ・である.lIIiです・ます.lIIiで

ございます』のうちのどれかを用いたら、それで全体を統一する」ことが望まし

いと指摘している (p.73)。

(3)野田(1998)では、文章・談話を構成する文を、聞き手に対する意識の強さに

応じて、表lに示すような5つの種類に分類している。
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表 1 文章・談話を構成する文の種類

心情文 話し手の心情を表す文

従属文 ほかの文に従属している文

事実文 事実だけを客観的に述べる文

主張文 判断や説明を表す文

伝達文 質問や命令を表す文

※野田 (1998: p.95)をもとに作成。

そして、表の下の方に位置する文ほど聞き手に対するはたらきかけが強い内容

を表し、丁寧体になりやすく、逆に、表の上の方に位置する文ほど聞き手に対

するはたらきかけが弱く、普通体になりやすいとじている (p.95)。

(4)小松 (2005)には、小論文とは「心情や意見などにメスを入れ焦点、を当ててそ

の理非正邪を明らかにする文章」であり、もっと大きなテーマを扱えば、それが

論文になる、とある (pp.10・11)。

(5)注 (2)参照。

(6)浜田他(1997)では、「論文の文章は、手紙などと違って特定の人が読むことを

前提としていないため、『です・ます』を使わずに書くのが普通で、ある」として

いる (p.2)。

(7)小松 (2005)では、「です・ます体」と「である体」それぞれの表現効果を比較

して説明し、小論文では「である体」の使用を勧めるとしている (pp.93-96)0 一方、

北村他 (1997)では、「あります・ございますJ iで、すJ iである」の三種類の文

体をあげ、「課題や制限の状況に応じて、適宜使い分けなければならない」とし

ており (p.49)、特に「である体」を使うべきだとはしていない。

(8)普通体基調の文章においては、従属節と主節の述語の文体の不統一は見られな

かった。すなわち、従属節の述語に丁寧体があらわれ、主節の述語に普通体があ

らわれるという例はなかった。

(9) (9) (本稿p.73)、(10) (本稿p.72)が該当。

(10) (3a)、(3b) (ともに本稿p.75)参照。
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